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　仙台駅新幹線南口コ
ンコースの待合室に，
宮城県産材を利用し
た木製棚が完成しまし
た。
　設置に当たってはみ
やぎ環境税が活用さ
れ，駅を利用する多く
の人にやすらぎを与え
ています。
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みやぎの林業だより

　
杜
の
都
・
仙
台
の
玄
関
口
で
あ
る

Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
に
、
宮
城
県
産
材
を
利

用
し
た
木
製
棚
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
で
は
、
大
規
模
な
改

修
工
事
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
一
部
が

「
ヨ
リ
未
知
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ
」と
称
し

た
東
北
の
魅
力
を
県
内
外
に
広
め
る

新
た
な
発
信
基
地
と
し
て
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
設
置
さ
れ
た
木
製
棚
は
、

宮
城
県
ら
し
さ
の
演
出
方
法
と
し
て

採
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
木
製
棚
に
は
、
宮
城
県
の
伝
統
工

芸
品
が
展
示
さ
れ
、
新
幹
線
駅
南
口

コ
ン
コ
ー
ス
の
待
合
室
等
に
設
置
さ

　
南
三
陸
森
林
管
理
協
議
会（
会
長

佐
藤
久
一
郎
氏
）で
は
、
取
得
し
た

Ｆ
Ｓ
Ｃ
国
際
森
林
認
証
制
度
に
基
づ

く
森
林
管
理
認
証（
Ｆ
Ｍ
認
証
）の
森

林
か
ら
生
産
さ
れ
た
木
材
を
活
用

し
、
南
三
陸
町
新
庁
舎
建
設
を
推
進

す
る
に
当
た
り
、
新
庁
舎
を
町
の
復

興
を
Ｐ
Ｒ
す
る
発
信
基
地
と
し
た
い

と
い
う
町
長
の
意
向
を
受
け
、
施
工

事
業
体
で
あ
る「
銭
高
・
山
庄
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体
」等
の
関
係

社
と
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　
協
議
で
は
、
単
に
Ｆ
Ｓ
Ｃ
製
品
を

活
用
す
る
の
で
は
な
く
、
建
設
工
事

自
体（
建
物
自
体
）を
Ｆ
Ｓ
Ｃ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
認
証
に
よ
る
施
工
で
行

い
、
よ
り
発
信
性
を
高
め
る
た
め
、

全
国
初
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体

認
証
で
の
施
工
が
可
能
か
ど
う
か
に

つ
い
て
、
コ
ス
ト
面
・
施
工
管
理
面
・

Ｆ
Ｓ
Ｃ
製
品
の
供
給
体
制
等
の
各
項

目
に
つ
い
て
の
精
査
と
認
証
申
請
手

続
き
に
つ
い
て
審
査
機
関
か
ら
の
指

導
を
受
け
、
平
成
二
十
八
年
三
月
末

に
、
全
体
認
証
で
の
施
工
に
向
け
て

準
備
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
体
認
証
の
取
得
は
、
①
施
工
関

係
者
の
組
織
化
、
②
組
織
規
約
の
整

備
、
③
各
製
品
加
工
及
び
施
工
毎
の

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
関
係

者
の
合
意
を
得
た
申
請
書
類
を
審
査

機
関
に
提
出
す
る
こ
と
か
ら
、
審
査

が
ス
タ
ー
ト
し
、申
請
ど
お
り
加
工
・

施
工
が
確
実
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
工
事
完
了
ま
で
の
長
期
間

に
わ
た
り
審
査
を
受
け
、
審
査
基
準

を
満
た
し
た
場
合
に
は
じ
め
て
認
証

を
取
得
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
協
議
会
の
要
請
を
受
け
、
当
事
務

所
に
お
い
て
申
請
書
類
の
整
備
や
関

係
者
と
の
調
整
作
業
等
の
支
援
を

行
っ
た
結
果
、
全
体
認
証
の
申
請
を

行
う「
南
三
陸
町
新
庁
舎
建
設
Ｆ
Ｓ

Ｃ
認
証
材
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
グ

ル
ー
プ
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
二
十
八
年
四
月
二
十
七
日
に
は
総

会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
初
の
取
組
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
に
木
製
棚
が

　
　
　

 

完
成
し
ま
し
た
！

れ
て
い
ま
す
。
温
か
み
が
あ
り
、
か

つ
洗
練
さ
れ
た
空
間
は
、
多
く
の
人

で
賑
わ
う
駅
で
の
待
合
い
や
通
行
時

に
、
ど
こ
か
ホ
ッ
と
さ
せ
る
雰
囲
気

を
醸
し
出
し
、
ま
さ
に
、「
お
も
て
な

し
」の
ツ
ー
ル
と
し
て
木
材
の
機
能

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
ほ
か
に
も
学
校
や
保

育
所
、
福
祉
施
設
等
に
お
い
て
建
物

の
木
質
化
・
木
製
品
の
導
入
促
進
に

活
用
さ
れ
、
日
常
に
木
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、「
や
さ
し
さ
」や「
温
か

さ
」を
感
じ
る
な
ど
、
施
設
利
用
者

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
管
内
関
係
施
設
に
お

い
て
木
材
の
広
範
な
利
用
が
促
進
さ

れ
る
よ
う
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い

き
ま
す
。

全
国
初
！ 

公
共
建
築
の
Ｆ
Ｓ
Ｃ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
認
証
に
よ
る
南

三
陸
町
新
庁
舎
建
設
が
ス
タ
ー
ト

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）

～
み
や
ぎ
環
境
税
事
業「
木
の
香
る
公
共
建
築
・

　
お
も
て
な
し
普
及
促
進
事
業
」の
活
用
～

（
気
仙
沼
地
方
振
興
事
務
所
）

設立総会

新幹線南口改札内の待合室

新幹線南口コンコースの設置状況
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みやぎの林業だより

森
林
組
合
系
統
・
農
林
中
央
金
庫

に
よ
る
木
製
品
寄
贈
の
取
組

　
宮
城
県
の
森
林
組
合
系
統
で
は
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
支

援
す
る
た
め
、
平
成
二
十
四
年
度
か

ら
、
農
林
中
央
金
庫（
農
林
中
金
）の

「
復
興
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
よ
る

費
用
助
成
を
受
け
、
被
災
地
域
に
対

し
て
、
地
域
産
材
を
活
用
し
た
木
製

品
を
寄
贈
す
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
目
的
は
主
と
し
て
、

　
①
被
災
地
の
皆
さ
ん
に
地
域
産
材

が
持
つ
温
も
り
や
憩
い
の
場

を
提
供
す
る
こ
と

　
②
近
年
、
木
材
価
格
が
低
迷
す
る

中
、
地
域
産
材
の
素
晴
ら
し
さ

の
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
木
材
需
要

を
喚
起
し
、
林
業
の
振
興
に
繋

げ
て
い
く
こ
と

　
に
あ
り
ま
す
。

　
寄
贈
先
は
、
震
災
直
後
は
仮
設
住

宅
や
幼
稚
園
、
公
立
学
校
等
を
中
心

と
し
、
そ
の
後
は
、
復
興
の
進
捗
状

況
を
見
極
め
つ
つ
案
件
を
模
索
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
七
年
度
は
、
地
域
差
を

内
包
し
つ
つ
も
復
旧
か
ら
復
興
に
ス

テ
ー
ジ
が
移
り
、
各
地
で
六
次
産
業

化
を
含
め
た
農
林
水
産
業
の
再
生
に

向
け
た
取
組
や「
ま
ち
づ
く
り
」が
開

始
さ
れ
る
中
、
こ
れ
ら
を
後
押
し
し

得
る
計
八
施
設
に
寄
贈
い
た
し
ま
し

た（
左
表
）。

　
具
体
的
に
は
、
農
林
水
産
分
野
で

は
、
震
災
後
に
新
設
さ
れ
た
農
業
法

人
や
水
産
加
工
協
に
対
す
る
寄
贈
、

六
次
産
業
化
を
後
押
し
す
る
た
め
の

新
設
海
苔
加
工
施
設
に
対
す
る
寄
贈

等
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
再

生
の
観
点
で
は
、
女
川
町
の
駅
前
商

業
エ
リ
ア
や
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、

気
仙
沼
市
鹿
折
地
区
初
の
再
建
と

な
っ
た
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
対
し

て
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
地
域
行
政
や
農
林
中
金

と
連
携
し
つ
つ
、
本
取
組
を
含
め
た

復
興
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
宮
城
県
森
林
組
合
連
合
会
）

女川町「シーパルピア女川」に設置した
テーブル・アームチェア等

気仙沼市「サンフレッシュ小泉農園」に
設置した直売用ログハウス

七ヶ浜町「焼海苔加工施設」に寄贈した
作業台・棚等

気仙沼市「カーランドﾞ鹿折」に寄贈した
サメをデザインした背もたれイス等

組合名 支援地域 設置場所 主たる品目

石巻地区森林組合 女川町 商業エリア（シーパルピア女川）
女川町まちなか交流館

アームチェア
ベンチ等

気仙沼市森林組合
本吉町森林組合

気仙沼市

気仙沼鹿折加工協同組合 商品陳列棚

気仙沼市森林組合 新設ガソリンスタンド
「カーランド鹿折」 テーブル・イス等

本吉町森林組合 サンフレッシュ小泉農園 ログハウス
（直売所）

宮城中央森林組合

七ヶ浜町 新設海苔加工施設 陳列棚，作業台等

利府町 農産物直売所
「ふれあい館」

商品陳列棚
陳列補助台等

松島町 松島町地産地消実行委員会 テーブル

山元町 農産物直売所
「夢いちごの郷」

商品陳列台・イス
等

表 ： 平成27年度取組概要
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みやぎの林業だより

　
石
巻
地
区
森
林
組
合
は
、
五
月

十
四
日
に
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支

援
で
職
員
の
派
遣
を
受
け
て
い
た
南

那
珂
森
林
組
合（
宮
崎
県
串
間
市
）

と
、
友
好
組
合
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
平
成
二
十
五
年
か
ら

昨
年
ま
で
、
防
災
集
団
移
転
に
伴
う

森
林
伐
採
に
計
二
百
十
三
日
間
、
延

べ
約
千
人
を
派
遣
い
た
だ
い
た
こ
と

が
協
定
締
結
に
つ
な
が
っ
た
も
の

で
、
関
係
者
約
七
十
人
が
出
席
し
て

調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
協
定
に
は
、
森
林
組
合
員
や
役
職

員
と
の
相
互
交
流
を
深
め
る
と
と
も

に
、
相
互
の
持
つ
組
合
経
営
や
技
術

の
情
報
交
換
、
木
材
の
利
用
、
特
産

品
の
販
売
促
進
を
図
っ
て
い
く
ほ

か
、
災
害
時
の
復
興
支
援
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
協
定
調
印
式
に
先
立
ち
、

石
巻
市
東
福
田
の
市
有
林
に
お
い
て

植
樹
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
宮
崎
県

産
の
飫お

肥び

ス
ギ
百
本
、
宮
城
県
産
ス

ギ（
コ
ン
テ
ナ
苗
）百
本
が
植
栽
さ

れ
、「
友
好
の
森
」と
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
生
長
を
願
い
な

が
ら
一
本
一
本
丁
寧
に
植
栽
し
て
い

ま
し
た
。

　
協
定
に
基
づ
く
具
体
的
な
取
組
に

つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
両
組
合
で
検
討

し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
が
、
当
事

務
所
と
し
て
も
、
両
組
合
の
絆
が
更

に
深
ま
る
よ
う
活
動
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。（東

部
地
方
振
興
事
務
所
）

　
平
成
二
十
八
年
三
月
三
日
に
東

京
都
で
開
催
さ
れ
た「
全
国
林
業
グ

ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル
」に
お
い
て
、

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し

て
参
加
し
た「
松
島
町
林
業
経
営
研

究
会
」（
会
員
数
十
一
名
。
会
長
佐
々

木
勝
義
氏
）が
林
野
庁
長
官
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
の
林

業
グ
ル
ー
プ
が
日
頃
の
活
動
成
果
を

披
露
す
る
年
一
回
の
大
会
で
、
全
国

六
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
が
発
表
す
る
も

の
で
す
。
松
島
町
林
業
経
営
研
究
会

は
、
宮
城
県
内
十
四
グ
ル
ー
プ
の
代

表
と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
を
勝
ち
抜

き
、
全
国
大
会
で
初
の
栄
冠
を
手
に

し
ま
し
た
。

　
発
表
内
容
は
、
特
別
名
勝「
松
島
」

を
舞
台
に
活
動
す
る
会
が
、
地
域
の

竹
林
整
備
で
発
生
し
た
材
を
牡
蠣
の

養
殖
棚
や
土
産
用
の
竹
細
工
原
料

と
し
て
供
給
す
る
な
ど
、
他
産
業
と

有
機
的
に
連
携
し
て
い
る
例
や
、
約

三
十
年
前
に
会
員
共
同
で
造
成
し
た

ミ
ズ
キ
林
か
ら
産
出
さ
れ
た
木
材

を
、
地
元
こ
け
し
職
人
に
販
売
す
る

な
ど
、
地
域
資
源
を
守
り
育
て
な
が

ら
地
場
産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

る
取
組
を
紹
介
し
た
も
の
で
す
。
そ

の
ほ
か
に
も
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
森
林
の
持
つ
素
晴
ら
し
い
働
き
を

理
解
し
て
も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
し
、
夏
休
み
に「
わ
く
わ
く
キ
ャ

ン
プ
」を
継
続
実
施
す
る
な
ど
、
多

彩
な
取
組
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
長
は
今
後
の
抱
負
と
し
て
、

「
受
賞
を
機
に
さ
ら
に
関
係
者
と
の

連
携
を
深
め
、
森
林
林
業
分
野
が
な

せ
る
取
組
を
推
進
し
つ
つ
、
地
元
資

源
の
有
効
活
用
を
通
じ
た
地
域
振
興

を
図
っ
て
い
き
た
い
」と
述
べ
て
い

ま
し
た
。

　
今
後
も
更
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て

い
く
会
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

友
好
組
合
協
定
を
締
結

　
　
～
石
巻
地
区
森
林
組
合
～

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）

友好組合締結調印式

「
松
島
町
林
業
経
営
研
究
会
」が

全
国
林
業
グ
ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル
で

林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

　
～
地
域
資
源
を
活
か
し
た

　
　
　 

多
彩
な
活
動
が
高
評
価 

～

受賞記念写真
（会長，発表者の渥美氏ら）

「友好の森」記念植樹

第209号平成28年8月18日

5 ―　 ―4―　 ―



みやぎの林業だより

　
こ
の
よ
う
に
登
録
や
資
格
を
取
得

し
た
人
材
が
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

地
域
で
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
そ
の
存
在
や
活
動
内

容
が
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

県
で
は
人
材
の
育
成
と
併
せ
て
、
活

動
内
容
等
に
つ
い
て
情
報
発
信
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
本
県
の
森
林
資
源
は
利
用
期
を
迎

え
て
お
り
、
効
率
的･

安
定
的
な
循

環
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、
人
と
森

林
の
共
生
や
県
土
保
全
等
の
取
組
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
林
業
の

人
材
が
果
た
す
役
割
は
き
わ
め
て
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
で
は
こ
う

し
た
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　
林
業
の
人
材
と
は
、
平
成
二
十
二

年
の
農
林
水
産
省「
人
材
育
成
検
討

委
員
会
最
終
取
り
ま
と
め
」に
よ

林
業
人
材
育
成
の
現
状
に
つ
い
て

り
、
①
森
林
総
合
監
理
士
、
②
森
林

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
③
統
括
現
場
管

理
責
任
者
等
、
④
森
林
作
業
道
作
設

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
等
、
と
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
①
は
地
域
の
森
林
づ
く
り
の

全
体
像
を
示
し
、
市
町
村
な
ど
を
支

援
・
指
導
す
る
者
、
②
は
施
業
集
約

化
や
森
林
経
営
計
画
作
成
の
中
核

を
担
う
者
、
③
は
総
合
的
な
森
林
施

業
を
効
率
的
に
行
え
る
現
場
技
能

者（
フ
ォ
レ
ス
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
、
フ
ォ
レ
ス

ト
ワ
ー
カ
ー
）、
④
は
路
網
作
設
等

を
適
切
に
行
え
る
現
場
技
能
者
と
さ

れ
て
い
ま
す（
上
図
参
照
：
林
野
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。

……

県
で
は
、「
林
業
人
材
育
成
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
研
修
」・「
森
林
総
合
監
理

士
育
成
研
修
」・「『
緑
の
雇
用
』フ
ォ

レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
等
育
成
研
修
」・

「
森
林
作
業
道
作
設
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

研
修
」ほ
か
の
研
修
を
支
援
及
び
主

催
し
て
い
ま
す
。

……

現
在
、
本
県
の
森
林
総
合
監
理

士（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）の
国
家
認
定

者
は
、
県
職
員
を
中
心
に
十
名
お

り
、
う
ち
八
名
が
林
野
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
登
録
公
開
し
て
い
ま
す

（http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/
test/ken_sidou/tourokukoukai.
htm
l

）。
更
に
、
う
ち
四
名
が
林
業
普

及
指
導
用
務
を
通
じ
て
森
林
総
合
監

林業4人材の相互関係

森
林
所
有
者

計画作成
を委託 （森林組合、民間事業体、

森林所有者等）

計画作成
を提案 ②森林施業

　プランナー

施業の
提案・受託

指
導
・
助
言

相
談

森林経営の主体

①森林総合監理士 市町村

森
林
経
営
計
画
に

基
づ
く
施
業
の
監
理

（森林組合、民間事業体、
森林所有者等）

③統括現場管理責
　任者等
④森林作業道作設
　オペレーター等

施業実行の主体

森林経営計画

市町村
森林整備計画

作成

申請 認定

策定支援

理
士
の
職
務
に
当
た
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
森
林
施
業
プ
ラ
ン

ナ
ー
協
会
の
認
定
を
受
け
た
森
林
施

業
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、
現
在
、
本
県
に

十
五
名
、
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
認

定
制
度
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト（http://
shinrin-planner.com

/search/
index/

）で
登
録
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
認
定
制
度
開
始
初
期
か
ら

認
定
者
を
輩
出
し
続
け
て
い
る
栗
駒

高
原
森
林
組
合
は
、
全
国
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
す
る
な
ど
指
導
的
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す（
右
下
写
真
）。
ま
た
、
平
成

二
十
七
年
度
に
三
名
の
合
格
者
を
輩

出
し
た
石
巻
地
区
森
林
組
合
は
、
全

国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
提
案
型
集
約
化

施
業
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン（
左

下
写
真
）を
行
う
な
ど
意
欲
的
な
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
森
林
施
業

プ
ラ
ン
ナ
ー
は
こ
の
よ
う
な
情
報
交

換
な
ど
の
機
会
を
通
じ
、
日
々
、
技

術
を
研
鑽さ
ん

し
て
い
ま
す
。

宮城十條林産株式会社 4名
栗駒高原森林組合 5名
白石蔵王森林組合 1名
北星林業株式会社 1名
川崎町森林組合 1名

石巻地区森林組合 3名
計 15名

森林施業プランナー数

全国シンポジウムでのプレゼンテーション
（栗駒高原森林組合）

ポスターセッション
（石巻地区森林組合）
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みやぎの林業だより

　
今
年
度
に
入
り
、
国
に
よ
る
林
野

行
政
に
様
々
な
動
き
が
見
ら
れ
ま

す
。
本
稿
で
は
、
そ
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。

■ 

森
林
・
林
業
基
本
計
画
の
変
更

　
今
後
十
年
間
の
林
政
の
基
本
方

針
を
示
す
新
し
い「
森
林
・
林
業
基

本
計
画
」が
五
月
二
十
四
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で

は
、
我
が
国
の
木
材
供
給
量
を
平
成

二
十
六
年
の
二
千
四
百
万
立
方
㍍
か

ら
平
成
三
十
七
年
度
に
は
一
．
七
倍

の
四
千
万
立
方
㍍
に
ま
で
増
や
す

こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
現
在
の
増
加
ト
レ
ン
ド
を
上
回

る
水
準
で
あ
り
、
今
後
、
主
伐
・
再

造
林
に
よ
る
資
源
の
循
環
利
用
の
推

進
に
よ
り
、
計
画
量
の
達
成
を
目
指

す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
般
の
林
野
行
政
の

　
　
　   

動
き
に
つ
い
て

す
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
森
林
資
源
の
再
造
成
の
確
保

　
・
森
林
所
有
者
等
に
対
し
、
伐
採

後
の
造
林
状
況
の
報
告
を
義

務
付
け（
森
林
法
）

　
・
森
林
経
営
計
画
の
認
定
要
件
に

鳥
獣
害
防
止
に
関
す
る
事
項

を
追
加（
森
林
法
）

②
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築

　
・
市
町
村
に
よ
る
林
地
台
帳
の
整

備（
森
林
法
）

　
・「
木
材
の
安
定
取
引
に
関
す
る

計
画
」に
お
け
る
、
県
域
を
ま

た
ぐ
認
定
制
度
の
設
置（
木
材

安
定
供
給
特
別
措
置
法
）

　
・
森
林
組
合
自
ら
に
よ
る
森
林
経

　
　
営
の
要
件
緩
和（
森
林
組
合
法
）

③
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進

　
・
分
収
林
契
約
に
つ
い
て
、
契
約

　
　
当
事
者
の
十
分
の
一
を
超
え
る

　
　
異
議
が
無
い
場
合
の
変
更
を
可

　
　
能
化（
分
収
林
特
別
措
置
法
）

　
・
違
法
な
林
地
開
発
の
罰
則
強
化

（
罰
金
の
増
額
、
懲
役
の
設
定

等
。
森
林
法
）

　
・
奥
地
水
源
林
の
整
備
担
い
手
と

し
て
、
地
方
公
共
団
体
及
び
改

称
し
た
森
林
研
究
・
整
備
機

構
を
位
置
付
け（
森
林
法
、
国

立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・

整
備
機
構
法
）

　
こ
れ
ら
の
改
正
は
、
平
成
二
十
九

年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
る
予
定

で
す
が
、
②
の
林
地
台
帳
に
つ
い
て

は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
経
過
措
置
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

■ 

合
法
木
材
利
用
促
進
法
の
成
立

　
森
林
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
公
布
と
同
日
の
五
月
二
十
日
、

「
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律（
略
称
：

合
法
木
材
利
用
促
進
法
）」が
議
員
立

法
に
よ
り
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
法

律
で
は
、
木
材
関
連
事
業
者
に
対
し

取
り
扱
う
木
材
等
の
合
法
性
の
確
認

を
求
め
、
ま
た
、
木
材
の
合
法
性
を

確
実
に
行
う
事
業
者
の
任
意
の
登
録

制
度
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
罰
則
は
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、

あ
く
ま
で
合
法
木
材
の
利
用
拡
大
に

よ
り
、
結
果
的
に
違
法
伐
採
木
材
を

駆
逐
す
る
ス
キ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
本
法
律
の
施
行
日
は「
公
布
の
日

か
ら
一
年
を
経
過
し
た
日
」と
さ
れ

て
お
り
、
主
務
省
令
に
つ
い
て
は
今

後
出
揃
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
県
と
し
て
も
随
時
情
報

収
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
林
業
振
興
課
企
画
推
進
班
）

■ 

森
林
法
等
の
一
部
改
正

　
五
月
二
十
日
付
け
で
森
林
法
な
ど

五
法
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
改
正
は
、
①
森
林

資
源
の
再
造
成
の
確
保
、
②
国
産
材

の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
、
③
森
林

の
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
一
体

的
に
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
主
な
改
正
点
を
目
的
別
に
整
理

H27年
（現況）

目標とする森林の状態 指向状態
（参考）H32年 H37年 H47年

森林面積（万ha）
育成単層林 1,030 1,020 1,020 990 660 
育成複層林 100 120 140 200 680 
天 然 生 林 1,380 1,360 1,350 1,320 1,170 
合　　　計 2,510 2,510 2,510 2,510 2,510 

総蓄積（百万㎥） 5,070 5,270 5,400 5,550 5,590 

森林の有する多面的機能の発揮に関する目標

注１：森林面積は，10万ha単位で四捨五入   
　２：目標とする森林の状態及び指向する森林の状態は， 
　　　 H27年を基準として算出    
　３：H27年の値は，H27年4月1日の数値   
  

木材供給量の目標と総需要量の見通し

H26年
（実績） H32年 H37年

木材供給量の目標
（万㎥） 2,400 3,200 4,000 

総需要量の見通し
（万㎥） 7,600 7,900 7,900 

第209号平成28年8月18日
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みやぎの林業だより

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
り
、
北
部
管
内
で
は
、
平
成

二
十
四
年
に
大
崎
市
及
び
加
美
町
産

の
く
さ
そ
て
つ（
以
下「
こ
ご
み
」）が

出
荷
制
限
指
示
を
受
け
ま
し
た
。

　
大
崎
市
で
は
、
野
生
の
こ
ご
み
は

基
準
値
を
超
過
し
ま
し
た
が
、
栽
培

こ
ご
み
は
値
が
低
い
可
能
性
が
高

い
こ
と
か
ら
、
市
内
で
栽
培
さ
れ
て

い
る
こ
ご
み
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、

安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
平
成

二
十
七
年
六
月
に
栽
培
こ
ご
み
に
限

り
出
荷
制
限
の
解
除
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
栽
培
管
理
の
確
認

や
生
産
者
登
録
な
ど
の
出
荷
管
理
の

体
制
作
り
を
進
め
、
平
成
二
十
八
年

　
四
月
十
六
日（
土
）、
栗
駒
高
原
森

林
組
合
主
催
に
よ
る
恒
例
の
栗
駒
高

原
森
林
ま
つ
り
が
、
同
組
合
事
務
所

敷
地
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
は
今
年
で
十
三
回
目
と

な
り
、
森
林
組
合
の
仕
事
を
市
民
へ

広
く
紹
介
し
、
森
林
・
林
業
に
つ
い

て
理
解
を
得
る
と
と
も
に
市
民
と
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、約
一
千
人

を
超
え
る
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
薪
割
り
体
験
や

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
実
演
な

ど
、
森
林
組
合
な
ら
で
は
の
催
し
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
競

春
に
は
、
七
名
が
出
荷
再
開
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
加
美
町
に
つ
い
て
は
、
事
故
前
か

ら
山
菜
の
出
荷
が
盛
ん
で
、
野
生
こ

ご
み
の
早
期
出
荷
再
開
が
望
ま
れ
た

た
め
、
同
町
全
域
か
ら
野
生
こ
ご
み

を
採
取
し
、
六
十
三
検
体
を
測
定
、

そ
の
結
果
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た

た
め
、
平
成
二
十
七
年
五
月
に
こ
ご

み
の
出
荷
制
限
の
解
除
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
関
係
者
と
調

整
を
図
り
な
が
ら
、
出
荷
者
の
登
録

や
確
認
検
査
が
円
滑
に
実
施
で
き

る
よ
う
運
用
に
つ
い
て
詳
細
な
手

順
を
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
組

に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
春
に
は
、

八
十
二
名
が
出
荷
者
登
録
さ
れ
、
約

千
三
百
キ
ロ
グ
ラ
ム（
六
千
五
百

パ
ッ
ク
）が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）

春
の
恒
例「
栗
駒
高
原
森
林
ま
つ
り
」

開
催
さ
れ
る
！

技
大
会
で
は
、
玉
切
り
作
業
の
安
全

性
や
正
確
性
を
組
合
作
業
員
に
よ
る

チ
ー
ム
対
抗
で
真
剣
に
競
い
合
い
、

会
場
に
は
熱
気
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

　
特
に
今
年
は
、
地
元
の
製
材
会
社

の
協
力
の
も
と
、
栗
原
産
木
材
製
品

の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
来

場
者
は
地
元
で
伐
採
・
加
工
さ
れ
た

木
材
製
品
に
直
に
触
れ
合
う
こ
と
が

で
き
、
改
め
て
栗
原
産
木
材
の
良
さ

を
認
知
し
、
木
の
温
も
り
を
伝
え
る

絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
併
設
さ
れ
た
森
林
経
営
相

談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
間
伐
の
補
助
制

度
や
栗
原
産
木
材
の
調
達
方
法
な
ど

に
つ
い
て
、
市
民
が
熱
心
に
相
談
し

て
い
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
、
ま
つ
り

の
開
催
意
義
を
伝
え
る
素
晴
ら
し
い

ひ
と
こ
ま
で
し
た
。

　（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
　
　

栗
原
地
域
事
務
所
）

大崎市産栽培こごみ

加美町産野生こごみ

大
崎
市
産
栽
培
こ
ご
み
及
び
加
美
町
産

野
生
こ
ご
み
出
荷
再
開
に
向
け
た 

取
組

熱気が伝わった
チェーンソー競技大会

栗原産木材製品展示コーナー
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みやぎの林業だより

　
五
月
二
十
二
日（
日
）に
、「
平
成

二
十
八
年
度
市
民
参
加
の
新
た
な

森
づ
く
り
・
春
」が
、
登
米
市
と
宮

城
県
の
共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
球
環
境

に
と
っ
て
大
切
な
資
源
で
あ
る
森
林

を
次
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
市
制
施

行
の
平
成
十
七
年
か
ら
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　
十
一
回
目
と
な
る
今
回
は
、
登
米

市
津
山
町
の
登
米
市
有
林
に
て
、
宮

城
県
が
開
発
し
た
花
粉
の
少
な
い
ス

ギ
の
苗
木
九
六
〇
本
の
植
樹
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
一
般
の

　
本
県
に
お
け
る
人
工
林
は
十
齢
級

を
ピ
ー
ク
に
利
用
期
を
迎
え
て
い
ま

す
が
、
保
育
段
階
に
あ
る
森
林
も
多

数
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
源

の
か
ん
養
や
土
砂
災
害
の
防
止
、
地

球
温
暖
化
防
止
な
ど
森
林
の
持
つ
多

面
的
機
能
の
着
実
な
発
揮
を
図
る

た
め
、
間
伐
等
の
適
切
な
森
林
整
備

を
促
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
木
材
需
要
量
の
増
加
に
伴
い
主

伐
に
よ
る
木
材
生
産
の
拡
大
も
見
込

ま
れ
る
た
め
、
伐
採
後
の
再
造
林
対

策
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
資
源
の
循

環
利
用
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
間
伐
等
の
森
林
整
備
を
効
率
的
に

実
施
す
る
た
め
に
は
、
森
林
の
管
理

や
木
材
生
産
に
必
要
な
、
丈
夫
で
長

持
ち
す
る
森
林
作
業
道
の
整
備
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
施
業
の
集
約

化
や
機
械
化
等
に
よ
る
低
コ
ス
ト
施

業
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の「
森
林

育
成
事
業
」（
国
庫
補
助
事
業
）や「
温

暖
化
防
止
森
林
づ
く
り
推
進
事
業
」

（
み
や
ぎ
環
境
税
事
業
）な
ど
に
加

え
て
、
間
伐
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

国
で
創
設
し
た「
合
板
・
製
材
生
産

性
強
化
対
策
事
業
」（
平
成
二
十
七

年
度
補
正
）や「
次
世
代
木
材
生
産
・

供
給
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
」（
平
成

二
十
八
年
度
～
）に
よ
り
、
間
伐
材

の
生
産
拡
大
と
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
路
網
整
備
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
再
造
林
対
策
と
し
て
は
、

今
年
度
か
ら「
農
山
漁
村
地
域
整
備

交
付
金
」（
国
庫
補
助
事
業
）、「
温
暖

化
防
止
森
林
更
新
推
進
事
業
」（
み

や
ぎ
環
境
税
事
業
）に
よ
り
、
伐
採

か
ら
植
栽
ま
で
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
向
け
た
取
組
を
、（
一

社
）宮
城
県
林
業
公
社
や
森
林
組
合

で
開
始
す
る
予
定
で
あ
り
、
伐
採
作

業
シ
ス
テ
ム
や
路
網
配
置
な
ど
を
検

証
し
な
が
ら
、
県
内
に
お
け
る
低
コ

ス
ト
造
林
の
導
入
促
進
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

「
市
民
参
加
の
新
た
な
森
林
づ
く
り
・
春
」

 
植
樹
祭
を
開
催

ご
家
族
や
企
業
で
の
参
加
な
ど
、
約

百
名
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
植
え

た
木
々
の
生
長
と
、
豊
か
な
森
に
な

る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
、
一
本
一
本

丁
寧
に
植
樹
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
わ
た
し
の
記
念
植
樹
」会

場
で
は
、
子
供
の
誕
生
や
結
婚
な
ど

を
祝
し
た
記
念
の
標
柱
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　
植
樹
終
了
後
に
は
道
の
駅
津
山
も

く
も
く
ラ
ン
ド
の
円
形
広
場
に
お
い

て
エ
コ
戦
隊
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
、

森
林
や
環
境
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
有
意
義
な
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
秋
に
は
登
米
市
東
和
町
米

川
地
区
で
の
植
樹
祭
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

（
東
部
地
方
振
興
事
務
所
　
　

登
米
地
域
事
務
所
）

森
林
整
備
の
促
進
に
向
け
て

（
森
林
整
備
課
森
林
育
成
班
）

適切に間伐された森林

植樹の様子

記念撮影
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みやぎの林業だより

　
本
県
の
松
林
は
、
民
有
林
面
積

二
十
八
万
七
千
㌶
の
約
十
四
㌫
に
当

た
る
三
万
九
千
㌶
を
有
し
、
蓄
積
に

お
い
て
も
民
有
林
全
蓄
積
量
の
約

十
四
㌫
を
占
め
、
ス
ギ
に
次
ぐ
主
要

な
樹
種
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
松
林
を
構
成
す
る
ア
カ
マ

ツ
や
ク
ロ
マ
ツ
が
枯
死
す
る
現
象
の

う
ち
、
そ
の
多
く
は
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ

ン
チ
ュ
ウ
を
病
原
体
と
す
る「
松
く

い
虫
被
害
」と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

国
内
で
最
大
の
森
林
病
害
虫
被
害
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
県
の
松
く
い
虫
被
害
は
、
昭
和

五
十
年
に
石
巻
市
で
初
め
て
発
生
が

確
認
さ
れ
て
以
降
、
平
成
八
年
度
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
で
し
た
が
、
平

成
二
十
四
年
度
以
降
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
特
に
特
別
名
勝「
松
島
」地
域

で
の
被
害
が
県
内
被
害
量
の
約
半
数

を
占
め
て
お
り
ま
す
。

　
被
害
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
本

県
で
は
、
震
災
の
影
響
で
中
断
し
て

い
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
薬
剤
散

布
を
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
再
開
し

た
ほ
か
、
被
害
木
を
伐
倒
し
て
薬
剤

処
理
や
破
砕
処
理
を
行
う「
伐
倒
駆

除
」、
地
上
か
ら
薬
剤
を
散
布
す
る

「
地
上
散
布
」、
生
立
木
に
あ
ら
か
じ

め
予
防
薬
剤
を
施
用
す
る「
樹
幹
注

入
」な
ど
の
各
種
防
除
対
策
を
総
合

的
に
組
み
合
わ
せ
、
防
除
対
策
を
強

化
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
特
別
名
勝「
松
島
」地
域

の
松
林
の
う
ち
、
島
し
ょ
部
等
の

特
に
重
要
な
松
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
八
年
度
か
ら
み
や
ぎ
環
境
税
を

活
用
し
て
樹
幹
注
入
に
よ
る
予
防
対

策
を
進
め
、
よ
り
確
実
に
松
く
い
虫

被
害
か
ら
松
を
守
る
こ
と
と
し
て
い

る
ほ
か
、
松
く
い
虫
被
害
跡
地
に
抵

抗
性
マ
ツ
を
植
栽
し
、
次
世
代
に
向

け
た
松
林
の
維
持
・
保
全
を
図
っ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
県
の
か
け
が
え
の
な
い
松
林
を

松
く
い
虫
被
害
か
ら
守
る
た
め
、
引

き
続
き
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

松
く
い
虫
被
害
防
除
対
策
に
つ
い
て

クレジット
創出者

取得量
（バッファ

控除後）
（t-CO2）

販売済量
（t-CO2）

残量
（t-CO2）

宮 城 県 1,868 1,868 0 
林 業 公 社 1,116 805 311 
登 米 市 3,698 908 2,790 
米川生産森組 2,260 505 1,755 
南三陸森組 251 61 190 
㈱ 佐 久 27 15 12 

合　計 9,220 4,162 4,856 

H28.3月末現在

※販売価格：10,000 ～ 15,000円/t （税抜）
※クレジットの取得・購入に関心をお持ち
　の方は，下記までお問合せください。
連絡先：rinsins@pref.miyagi.jp /022(211)2911

■ 

制
度
の
概
要

　
森
林
吸
収
オ
フ
セ
ッ
ト
は
、
間
伐

に
よ
る
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
を
第
三

者
機
関
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
認
証

し
、
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
企
業

等
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
を

進
め
る
と
同
時
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

販
売
利
益
を
さ
ら
な
る
森
林
整
備
へ

還
元
す
る
制
度
で
す
。
平
成
二
十
五

年
度
に
は
、
経
産
省
系
の「
国
内
ク

レ
ジ
ッ
ト
制
度
」と
環
境
省
系
の

「
Ｊ-

Ｖ
Ｅ
Ｒ
制
度
」が「
Ｊ-

ク
レ

ジ
ッ
ト
」制
度
と
し
て
一
本
化
さ
れ

ま
し
た
。

■ 

取
り
組
ん
で
い
る
団
体
等

　
県
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度
及
び

二
十
四
年
度
に「
み
や
ぎ
環
境
税
」

を
活
用
し
て「
Ｊ-

Ｖ
Ｅ
Ｒ
」を
取
得

し
、
企
業
等
に
購
入
い
た
だ
い
た
資

金
を
さ
ら
な
る
環
境
整
備
に
還
元
し

て
き
ま
し
た
。

　
県
の
取
組
を
き
っ
か
け
に
、
平
成

二
十
五
年
度
ま
で
に
宮
城
県
林
業
公

社
、
登
米
市
、
米
川
生
産
森
林
組
合

が
Ｊ-
Ｖ
Ｅ
Ｒ
を
取
得
し
て
い
る
ほ

か
、
平
成
二
十
七
年
度
に
は
新
た
に

南
三
陸
森
林
組
合
及
び
株
式
会
社
佐

久
が「
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
」を
取
得
す

る
な
ど
取
組
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。

■ 

県
に
よ
る
販
売
支
援

　
こ
の
よ
う
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
得

が
進
ん
で
い
る
た
め
、
県
で
は
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
販
売
促
進
に
向
け
、
環
境

イ
ベ
ン
ト
へ
の
共
同
出
展
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
全
国
へ
普
及
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
ほ
か
、
今
年
二
月
に
は

「
宮
城
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ（
東
京
都
池

袋
）」で
登
米
市
等
と
と
も
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
付
き
商
品
の
展
示
販
売
を
行

う
な
ど
新
た
な
試
み
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
二
十
八
年
三
月
末
の
販
売
状

況
は
左
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購
入
に
よ
る

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
、
又
は
間
伐

等
の
実
施
に
よ
る「
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ

ト
」の
取
得
に
御
関
心
の
あ
る
方
は
、

県
庁
林
業
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
森
林
整
備
課
森
林
育
成
班
）

森
林
吸
収
オ
フ
セ
ッ
ト
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
推
進
に
つ
い
て

（
林
業
振
興
課
企
画
推
進
班)

樹幹注入による予防対策
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みやぎの林業だより

◆
◆

情
報
コ
ー
ナ
ー
◆
◆

　
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る「
森

林
認
証
制
度
」
に
は
、
適
切
で
持

続
可
能
な
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
認
証
す
る
Ｆ
Ｍ（Forest 

M
anagem

ent

）認
証
と
、
認
証
さ
れ

た
森
林
か
ら
伐
り
出
さ
れ
た
木
材
が

加
工
・
流
通
の
段
階
に
お
い
て
も
、

他
の
木
材
と
混
ざ
る
こ
と
な
く
管
理

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
証
す
る
Ｃ
ｏ

Ｃ（C
hain of C

ustody

）認
証
の
二

種
類
が
あ
り
、
我
が
国
で
は
、
森
林

管
理
協
議
会（
Ｆ
Ｓ
Ｃ
）と
一
般
社
団

法
人
緑
の
認
証
会
議（
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
）が

主
な
認
証
機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
県
で
は
、
昨
年
十
一
月
に
Ｆ
Ｓ

Ｃ
の
Ｆ
Ｍ
認
証
を
取
得
し
た
南
三

陸
森
林
管
理
協
議
会
が
積
極
的
な

活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
本
誌
で
も

二
〇
八
号
及
び
本
号
で
そ
の
取
組
を

紹
介
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
森
林
や
木
材
の
付
加
価
値

を
高
め
、
内
外
へ
の
発
信
力
を
強
化

す
る
有
効
な
ツ
ー
ル
に
な
り
得
る
森

林
認
証
で
す
が
、
費
用
も
発
生
し
ま

す
。
例
え
ば
Ｆ
Ｓ
Ｃ
の
Ｆ
Ｍ
認
証
の

場
合
、
初
回
の
取
得
費
用
に
二
百
万

～
三
百
万
円
、
毎
年
発
生
す
る
年
次

　
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
明
る
く
、
開
か
れ
た
セ
ン
タ
ー
」を

目
指
し
、
多
く
の
方
に
業
務
内
容

や
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
こ

と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
年

数
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。

●
セ
ン
タ
ー
施
設
一
般
公
開

　
十
月
一
日（
土
）に
、
日
頃
の
研
究

成
果
や
、
試
験
研
究
を
支
え
る
実
験

施
設
を
公
開
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
他
に
も
、
ど
ん
ぐ
り
・
松

か
さ
を
使
っ
た
小
物
作
り「
木
工
ク

ラ
フ
ト
」や
、
多
数
の
樹
木
が
生
育

し
て
い
る
樹
木
見
本
園
の
散
策
、
秋

の
味
覚
き
の
こ
汁
の
試
食
会
な
ど
秋

を
満
喫
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
試
験
研
究
・
普
及
活
動
成
果
発
表
会

　
十
二
月
上
旬
に
は
、
セ
ン
タ
ー
で

の
日
頃
の
取
組
の
成
果
を
発
表
会

と
い
う
形
で
披
露
し
て
い
ま
す
。
例

年
、
試
験
研
究
部
門
と
し
て
三
件
、

普
及
指
導
部
門
と
し
て
各
地
方
振
興

事
務
所
の
普
及
指
導
員
の
取
組
か
ら

七
件
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
来
場
さ

れ
た
方
か
ら
の
時
に
鋭
く
、
時
に
暖

か
い
意
見
で
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま

す
。

監
査
に
五
十
～
百
万
円
が
必
要
と

な
る
ほ
か
、
Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
の
場
合
で

も
、
五
十
～
百
万
円
程
度
の
取
得
費

用
と
、
同
額
程
度
の
年
次
監
査
費
用

が
発
生
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｆ
Ｍ
認
証
、

Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
と
も
、
有
効
期
間
は
五

年
間
な
の
で
、
五
年
経
過
後
は
改
め

て
取
得
手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
県
で
は
、
森
林

所
有
者
や
森
林
管
理
者
の
方
々
に
よ

る
認
証
取
得
を
後
押
し
す
る
た
め
、

今
年
度
か
ら
、
み
や
ぎ
環
境
税
を
活

用
し
た「
森
林
認
証
取
得
等
支
援
事

業
」を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た（
左
表
参

照
）。
森
林
認
証
の
取
得
を
考
え
て

い
る
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、
是
非
県

庁
林
業
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
林
業
振
興
課
企
画
推
進
班
）

　
ど
ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト
も
当
セ
ン

タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
御
案
内
し

ま
す
の
で
、
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

（
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
）

森
林
認
証
取
得
等
支
援
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
の
お
知
ら
せ

成果発表会会場の様子

顕微鏡で覗くカシノナガキクイムシ
（「ナラ枯れ」の原因菌を媒介します）

支援事業の概要
区　　分 補 助 率 上 限 額

①ＦＭ認証【初回審査】 1/2以内 100万円

②ＦＭ認証【年次監査（1年目） 】 1/2以内 25万円

③ＦＭ認証【年次監査（2年目） 】 1/4以内 12万5千円

④認証材使用製品の開発・普及 1/2以内 25万円

※事業の実施主体は，森林所有者・森林管理者等
複数の主体により構成されており，規約等の
定めがある団体に限ります。  
 ※事業の対象経費は，①～③にあっては認証審査機
関に支払う審査料，④にあっては事業実施主体の
活動に要する事務費等になります。
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みやぎの林業だより

　
平
成
二
十
八
年
度
林
業
試
験
研
究

　

及
び
種
苗
生
産
計
画
の
概
要

■
は
じ
め
に（
基
本
方
向
）

  

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
県
の
林
業

試
験
研
究
が
目
指
す
方
向
性
を
明
確

に
し
、
実
効
性
の
あ
る
試
験
研
究
の

推
進
を
図
る
た
め
、
平
成
二
十
六
年

度
に
新
た
な「
宮
城
県
林
業
試
験
研

究
構
想
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
こ
の
構
想
に
基
づ
き
、
森

林
や
林
産
物
の
放
射
性
物
質
対
策
及

び
海
岸
防
災
林
の
再
生
対
策
な
ど

「
み
や
ぎ
森
林
・
林
業
の
震
災
復
興

プ
ラ
ン
」の
推
進
を
加
速
さ
せ
る
試

験
研
究
に
優
先
か
つ
重
点
的
に
取
り

組
む
ほ
か
、
ス
ギ
花
粉
症
対
策
な
ど

社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
林
木
育

種
分
野
の
研
究
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
林
業
用
種
苗
の
生
産
に
つ
い
て

も
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
の
十
箇

年
計
画
で
あ
る「
宮
城
県
林
木
育
種

事
業
推
進
計
画
」に
基
づ
き
、
苗
木

の
需
要
量
及
び
社
会
的
な
要
請
を
把

握
し
た
上
で
、
採
種
園
及
び
採
穂
園

の
充
実
と
種
苗
供
給
の
体
制
整
備
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
平
成
二
十
八
年
度
の
重
点
研
究
分

　

野
と
主
要
な
研
究
課
題

研
究
情
報
コ
ー
ナ
ー

【
活
力
あ
る
林
業
県
宮
城
を
推
進
す

る
技
術
研
究
】

①「
原
木
し
い
た
け
生
産
再
開
に
向

け
た
生
産
実
証
試
験
と
原
木
林

及
び
ほ
だ
場
の
汚
染
状
況
・
生

産
物
へ
の
放
射
性
物
質
移
行
に

関
す
る
基
礎
調
査
」

　
放
射
能
被
害
に
よ
り
出
荷
制
限
が

続
い
て
い
る
原
木
し
い
た
け
生
産
に

お
い
て
、
ほ
だ
場
の
環
境
や
子
実
体

へ
の
放
射
性
物
質
の
移
行
な
ど
を
調

査
し
、
生
産
再
開
に
向
け
た
管
理
方

法
等
を
検
討
し
ま
す
。

②「
県
産
材
の
多
面
的
利
活
用
技
術

の
開
発
」

　
広
葉
樹
材
の
製
品
化
に
関
す
る
加

工
技
術
の
開
発
、
ス
ギ
材
を
長
尺
梁

桁
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ（
直
交
集
成
板
）の
構

成
部
材
等
に
利
用
す
る
た
め
の
特
性

把
握
な
ど
、
県
産
材
の
調
査
研
究
を

行
い
ま
す
。

③「
効
果
的
な
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対

策
の
推
進
を
目
的
と
し
た
生
息
状

況
と
森
林
復
元
に
関
す
る
調
査
」

　
生
息
分
布
や
密
度
、
森
林
の
下
層

植
生
な
ど
を
調
査
し
、
森
林
環
境
へ

の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
生
息
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
被
害
地
に
お
け
る
低
コ
ス
ト
で

確
実
な
森
林
へ
の
更
新
手
法
を
検
討

し
ま
す
。

応
す
る
た
め
、
コ
ン
テ
ナ
を
使
用
し

た
簡
便
で
低
コ
ス
ト
な
増
殖
方
法
を

開
発
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
拡
大

防
止
を
目
的
と
し
た
効
率
的
な
防
除

対
策
推
進
に
関
す
る
研
究
な
ど
、
本

年
度
は
十
五
の
試
験
研
究
課
題
に
取

り
組
み
ま
す
。

■
平
成
二
十
八
年
度
の
林
業
用
種
苗

　

供
給
計
画

【
一
般
造
林
用
種
苗
】

　
ス
ギ
種
子
　
　
四
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

　
ヒ
ノ
キ
種
子
　
　
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

　
ア
カ
マ
ツ
種
子
　
　
五
百
グ
ラ
ム

　
ク
ロ
マ
ツ
種
子
　
一
キ
ロ
グ
ラ
ム

【
海
岸
防
災
林
造
成
用
種
苗
】

　
抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ
種
子

　
　
　
　
　
　
　
十
一
キ
ロ
グ
ラ
ム

【
ス
ギ
花
粉
発
生
源
対
策
種
苗
】

　
少
花
粉
品
種
苗
　
六
千
本

　
低
花
粉
品
種
苗
　
六
万
九
千
本

【
美
し
い
森
林
づ
く
り
を
推
進
す
る

技
術
開
発
】

④「
海
岸
防
災
林
の
再
生
に
向
け
た

　
植
栽
技
術
に
関
す
る
研
究
」

　
盛
土
基
盤
等
の
生
育
環
境
条
件
に

対
応
し
た
植
栽
技
術
の
研
究
や
植
栽

樹
種
と
し
て
の
広
葉
樹
の
生
育
状
況

調
査
等
を
行
い
、
震
災
に
よ
り
被
災

し
た
海
岸
防
災
林
の
再
生
に
必
要
な

植
栽
技
術
手
法
を
確
立
し
ま
す
。

⑤「
ス
ギ
低
花
粉
対
策
品
種
等
の
コ

　
ン
テ
ナ
苗
増
殖
技
術
の
開
発
」

　
社
会
的
ニ
ー
ズ
が
高
い
、
ス
ギ
花

粉
対
策
品
種
及
び
松
く
い
虫
抵
抗
性

ク
ロ
マ
ツ
の
さ
し
木
苗
の
供
給
に
対

　
な
お
、
ス
ギ
花
粉
発
生
源
対
策
種

苗
に
つ
い
て
は
、
少
花
粉
品
種
の
生

産
割
合
の
増
加
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　（
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
）

ほだ場試験地での
伏せ込み状況

スギ横架材（平角）の
強度試験

花粉の少ない
スギさし木苗の
育苗状況
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みやぎの林業だより

　
五
月
二
十
七
日(

金)

、
宮
城
県
国

有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
連
絡
協
議

会
を
仙
台
市
の「
ホ
テ
ル
白
萩
」に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
協
議
会
は
、
宮
城
県
内
の
国
有

林
が
所
在
す
る
地
域
社
会
と
国
有
林

野
事
業
の
連
携
強
化
を
図
り
、
地
元

農
山
村
の
社
会
経
済
の
発
展
と
国
有

林
野
事
業
の
円
滑
な
遂
行
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
度
開
催
し
て

い
ま
す
。
第
三
十
四
回
目
と
な
る
今

年
度
は
、
東
北
森
林
管
理
局
及
び
宮

城
県
内
の
二
つ
の
森
林
管
理
署（
仙

台
署
及
び
宮
城
北
部
署
）か
ら
今
年

森
林
管
理
署
情
報

森
林
管
理
署
情
報

宮
城
県
国
有
林
野
等
所
在
市
町

村
長
連
絡
協
議
会
を
開
催

度
の
取
組
を
説
明
し
、
宮
城
県
か
ら

は
、
県
内
の
林
業
行
政
に
つ
い
て
説

明
を
頂
き
ま
し
た
。

　
本
協
議
会
の
代
表
世
話
人
で
あ
る

蔵
王
町
の
村
上
町
長
が
進
行
を
務
め

た
意
見
交
換
で
は
、「
林
業
の
低
コ

ス
ト
化
は
大
事
だ
が
、
木
材
価
格
を

上
げ
る
政
策
も
必
要
で
は
な
い
か
」、

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
チ
ッ
プ
価
格
が
上

昇
し
て
お
り
コ
ス
ト
が
上
が
る
の
で

は
な
い
か
心
配
」な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
、「
伐
採
後
再

造
林
し
な
い
林
家
が
増
え
て
い
る
の

は
植
栽
に
お
金
が
か
か
る
た
め
。
伐

採
、
造
林
を
一
貫
作
業
と
し
て
行
っ

た
り
、
コ
ン
テ
ナ
苗
を
使
用
す
る
な

ど
し
て
、
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
を

国
有
林
自
ら
取
り
組
み
、
民
有
林
に

示
し
て
い
き
た
い
」、「
木
材
価
格
は

需
要
と
供
給
で
決
ま
る
も
の
。
東
北

局
管
内
で
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が

か
な
り
出
来
て
、
製
紙
業
と
競
合
し

て
お
り
、
実
際
Ｃ
材（
低
質
材
）の
価

格
は
上
が
っ
て
い
る
。
価
格
が
上
が

れ
ば
魅
力
あ
る
山
に
な
り
、
山
主
の

不
安
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」、

「
石
巻
に
東
北
で
は
初
め
て
の
Ｃ
Ｌ

Ｔ
製
造
ラ
イ
ン
が
完
成
し
、
大
型
木

造
施
設
な
ど
新
し
い
需
要
に
対
応
で

き
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
一
つ
の

山
か
ら
出
る
木
材
を
製
材
向
け
、
合

板
向
け
、
チ
ッ
プ
向
け
と
フ
ル
活
用

で
き
る
こ
と
と
な
る
」な
ど
、
国
有

林
の
取
組
や
宮
城
県
の
最
新
の
動
向

を
交
え
な
が
ら
回
答
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
東
北
森
林
管
理
局
の
吉
野

次
長
か
ら
、「
国
有
林
と
し
て
は
い

ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、

新
た
な
技
術
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
、
林
業
を
引
っ
張
っ
て
い
き
た

い
」と
し
て
、
今
後
も
民
有
林
と
国

有
林
の
連
携
に
一
層
取
り
組
む
考
え

を
示
し
ま
し
た
。

仙
台
森
林
管
理
署
に
お
け
る

民
国
連
携
の
取
組
事
例

　
仙
台
森
林
管
理
署
で
は
、
森
林
・

林
業
の
技
術
者
育
成
へ
の
支
援
の
一

環
と
し
て
、
柴
田
農
林
高
等
学
校
の

生
徒
を
対
象
に
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル

ド
を
活
用
し
た
実
習
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
海
岸
防
災
林
の
復
旧
状

況
に
つ
い
て
、
山
元
町
の
国
有
林
で

盛
土
造
成
工
事
現
場
の
見
学
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
盛
土
造
成
が
完
了
し

た
箇
所
へ
の
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
状

況
や
素
材
生
産
現
場
の
見
学
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
担
い
手
の
育
成
支
援
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
仙
台
森
林
管
理
署
）

代表世話人　蔵王町村上町長（中央）

意見交換の様子

柴田農林高校の現地見学（H27）
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みやぎの林業だより

1月 2月 5月4月3月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平均

円/ｍ3

14,000

11,000

12,000

13,000

10,000

9,000

8,000

7,000

平成24年

平成28年
平成27年

平成23年

平成25年
平成26年

5月4月1月 2月 3月 12月 平均11月10月7月 8月 9月6月
500

700

1,200
1,100

900
1,000

800

600

平成25年

円/㎏

平成23年

平成27年
平成26年

平成28年

平成24年

木 材 市 況 の 動 向

特 産 市 況 の 動 向

樹種 材長
   m

径 級
　　　cm

価格 （中値　単位：円／㎥）
仙南 仙北 東和 大衡 津山 石巻

ス

ギ

　3.00
14〜16 － － 9,000 9,000 － －
16〜30 10,080 － － － － －
20〜30 － － － － 10,080 －

　4.00

10〜13直曲 7,200 9,720 10,080 9,500 10,080 －
14〜18 9,720 9,720 10,080 10,080 10,500 －
20〜28 － 10,080 10,080 － － －
30上 － 10,080 10,080 － － －

3.65　
〜4.00

20〜28 10,080 － － 10,080 10,000 －
30上 10,080 － － 10,800 10,000 －

　1.95 16上 － 6,120 6,120 6,120 6,120 －

年　次 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

平成23年 924 862 778 758 740 773 754 797 868 861 867 975 

平成24年 939 875 798 755 611 711 707 785 829 882 835 1,004 

平成25年 989 918 890 814 827 730 730 802 840 880 903 1,009 

平成26年 1,010 1,001 917 781 851 859 891 912 911 874 981 1,094

平成27年 1,144 1,055 984 916 886 766 852 948 960 970 962 1,038

平成28年 1,037 1,025 972 946 965

資料：宮城県森林組合連合会

資料：仙台中央卸売市場

素材：県森連共販所
　　　市況（平均価格）

表2　生しいたけ価格の市況

表１　各共販所別木材市況（平成28年5月）

図１　素材価格の動き

図２　生しいたけ価格の動向

単位：円／kg

項　　　目 総　数 木造戸数 非木造戸数 木造率（％）

平成28年5月（戸） 1,793 1,254 539 69.9 
平成27年5月（戸） 1,802 1,314 488 72.9 
前年同月比（％） 99.5 95.4 110.5 ―

平成27年6月〜28年5月（戸） 27,408 18,251 9,157 66.6 
平成26年6月〜27年5月（戸） 24,484 15,411 9,073 62.9 

前年同期比（％） 111.9 118.4 100.9 ―

表3　宮城県の新設住宅着工戸数（平成28年5月）

資料：住宅着工統計

新設住宅着工戸数
・５月の新設住宅着工数は前年同月比
で微減し，減少傾向は続いている。
・５月までの累計比では前年を上回っ
ている。

素材動向
　各センターの入荷は順調に
あり動きも順調だった。価格は
製品市況の低迷から値下がり
を心配されたが，やや弱保合な
がら大きな動きはなく横這い
での動きだった。今後暫くは大
きな動きは無く推移していく
と思われるが，天候次第では虫
害の心配も考えられるので，伐
採後は早めの出材が必要。

・平成24年に原木しいたけ(露地)
が出荷制限指示を受けたこと等に
伴い，価格は大きく下落したが，全
国的な品薄状況を背景に単価は
徐々に回復してきている。平成26
年次は対前年度比＋63円と震災
のあった平成23年と比べ単価が
大幅に上昇している。
・平成28年次も前年を上回る高い水
準での取引が続いている。
・なお，平成27年次の県産生しいた
けの入荷量は402ｔであり（前年
比41.5ｔ増），市場占有率は73％
(前年比２ポイント増)であった。

概　況

概　況

概　況
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みやぎの林業だより

国産材(生産販売)、木材チップ生産
製 材 業 、 伐 出 造 林 請 負

代表取締役　亀 山 武 弘

宮城十條林産株式会社

本 社

営 業 所

工 場

関連会社

〒980‐0871

仙台市青葉区八幡3丁目2番7号

　仙台(022)261ー2151(代)　FAX(022)261ー2150

気仙沼･栗駒･飯野川･大和･白石･郡山・岩出山

気仙沼･栗駒･白石・岩出山

宮十運輸株式会社・宮十造園土木株式会社

株式会社宮城環境保全研究所

代表理事

専務理事

理　　事

理　　事

監　　事

監　　事

亀　山　征　弘
亀　山　武　弘
小　澤　幸　三
佐々木　市　夫
阿　部　　　貢
一　條　英　夫

〒980‐0871　仙台市青葉区八幡三丁目2番7号
電話　022(261)2151　FAX　022(261)215０

宮城県木材チップ協同組合宮城県木材チップ協同組合
会　長

副会長

副会長

副会長

副会長

奥　津　文　男
亀　山　征　弘
永　井　政　雄
米　澤　光　秀
山　形　喜　昭
ほか理事一同

〒980‐0871　仙台市青葉区八幡三丁目2番7号
電話　022（261）2151

宮城県木材チップ工業会

代 表 理 事

事 務 局 長

遊　佐　勘左衛門

佐々木　治　樹

〒989-6165　大崎市古川十日町４番１４号
TEL（0229）22-1281
FAX（0229）22-1281

E-mail : sasakimi@proof.ocn.ne.jp

一般財団法人 佐々君治山報恩会
見て触れて 住んでしみじみ 木の住まい

宮 城 県 木 材 協 同 組 合

宮城県木材需要拡大協議会

〒981‐0908　仙台市青葉区東照宮1－8－8

TEL：022－233－2883　FAX：022－275－4936

会　長　佐　藤　豊　彦

会　長　佐　藤　豊　彦
みやぎ材利用センター

理事長　佐　藤　豊　彦

次代へ進むメーカーと共に技術で、商品で、ニーズに応えます。
製材機械・木工機械・林業機械・プレカット・集成材プラント・乾燥機は

信 頼 の 高 い 筒 井 鋼 機 株 式 会 社 へ

筒 井 鋼 機 株 式 会 社
本 社
盛岡営業所
郡山営業所

仙台市青葉区花京院二丁目2－22
盛岡市青山四丁目47－32
郡山市田村町金屋字新家34－1

TEL022－224－1261・FAX022－265－9231
TEL019－641－7713・FAX019－641－7807
TEL024－944－5912・FAX024－943－5987

E-mai l   info@tutu ikok i .co . jp
U R L  http ://www.tutu ikok i .co . jp 
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みやぎの林業だより

夢託す 小さな苗に 大きな未来
（平成28年　国土緑化運動標語）

春期募金期間 4月1日～5月31日

秋期募金期間 9月1日～10月31日

緑の募金

「 海 岸 防 災 林 再 生 植 樹 活 動 」
参 加 者 を 募 集 し ま す！

日　　時

場　　所

募集人数

募集期間

申込方法

平成28年10月2日（日）　午前10時開始

岩沼市寺島川向

先着200名 （参加費　無料）

平成28年8月12日（金）～9月12日（月）まで

ハガキ又はFAXに〒、住所、氏名、当日連絡が取れる電話番号を記入し下記まで。
詳しくはHP（http://miyagiryokusui.com/sea/）をご覧下さい。

〒981-0914  仙台市青葉区堤通雨宮町4-17  宮城県仙台合同庁舎10階
公益社団法人宮城県緑化推進委員会

TEL.022-301-7501  FAX.022-301-7502

にご協力ください一般社団法人 宮城県林業公社

森林は大切な資源です
森林整備を通して

美しい森林を未来に伝えます

〒981-0914　仙台市青葉区堤通雨宮町4－17
TEL（022）275-9171　FAX（022）275-9172
http://www.miyagi-rinkou.sakura.ne.jp

（森林整備法人）

地域林業の活性化と農山村地域の振興・発展に貢献

仙台市青葉区上杉2丁目4－46　宮城県森林組合会館内
TEL 022－217－4307／FAX 022－226－8767

〒980－0011　

林業従事者の退職金共済・社会保険への助成，林業就業支援講習・ 「緑の雇用」
現場技能者育成研修・森林・林業人材育成加速化事業等の実施，就業相談会の
開催，林業関係雇用情報の収集と無料職業紹介等を行っています。

公益財団法人　みやぎ林業活性化基金
宮城県林業労働力確保支援センター

第209号 平成28年8月18日
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発
　
　
行
　
宮
城
県
林
業
振
興
協
会
　
仙
台
市
青
葉
区
堤
通
雨
宮
町
四
番
十
七
号
　
☎
〇
二
二
―
三
〇
一
―
七
五
〇
一

編
集
協
力
　
宮
城
県
農
林
水
産
部
林
業
振
興
課

「公益信託  農林中金森林再生基金」（農中森力基金 ）等を通じ、森林の公益性発揮を
目指した活動を積極的に支援していきます。

〒980－0011　仙台市青葉区上杉一丁目2番16号（JAビル宮城内）　☎022（711）7386（代）

もりぢから

私たちは森林づくりのプロフェッショナルです。ご相談はお近くの森林組合に！

宮城県森林組合連合会
森林組合系統の新しいロゴマークです 仙台市青葉区上杉２丁目４-４６

TEL022-225-5991　FAX022-225-5994

■樹木の枝や根の有効利用は　　ウッドリサイクルセンター　022-345-6041

■優良みやぎ材の原木は
仙 南 木 材 セ ンタ ー
大 衡 綜 合 セ ンタ ー
岩出山木材センター

0224-65-2166
022-345-2205
0229-72-1877

東 和 木 材 セ ン タ ー
津 山 木 材 セ ン タ ー

0220-45-2240
0225-68-3038

◎山林用苗木生産、海岸防災林復旧事業用抵抗性クロマツ苗木生産

〒980－0011 仙台市青葉区上杉二丁目4番46号
TEL （022）222－3661　FAX （022）222－3688

宮城県農林種苗農業協同組合

GR現代林業 林業新知識
B5判　24頁
年間購読料 2,800円（送料込み）

A5判　80頁
年間購読料 5,200円（送料込み）

山 林
A5判　66頁
年間購読料 3,500円（送料込み）

平成28年度の
購読申込受付中！！林業の今を伝える月刊誌今

〒981-0914 仙台市青葉区堤通雨宮町4-17
　　　　　　  宮城県仙台合同庁舎10階

宮城県林業振興協会

TEL 022-301-7501
FAX 022-301-7502

図書の申込、問い合わせは

第209号平成28年8月18日


